
 

 

2023年５月 12日 

各 位 

会 社 名 堺 商 事 株 式 会 社 

代 表 名 代表取締役社長 赤水 宏次 

（証券コード：9967 東証スタンダード市場） 

問合せ先 常 務 取 締 役 川原  章  

電話番号 06-7166-6180 

 

特別損失計上に伴う 2024年３月期 第２四半期（累計）及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は 2024年３月期において、特別損失を計上する見込みとなりました。これに伴い、2023年５月 11日

付で公表した 2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想（2023年４月１日～2023年９月 30日）及び通

期連結業績予想（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）を下記のとおり修正することといたしましたので、

お知らせいたします。 

記 

１． 特別損失の計上について 

当社は、本日開催の取締役会において、堺化学工業株式会社（以下「公開買付者」といいます。）による当

社の普通株式（以下「当社株式」といいます。）に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）

に、賛同する旨の意見を表明するとともに、当社の株主の皆様に対して、本公開買付けに応募することを推

奨する旨の決議をいたしました。 

なお、当社の上記取締役会決議は、公開買付者が本公開買付け及びその後の一連の手続を経て、当社を公

開買付者の完全子会社とすることを企図していること、並びに当社株式が上場廃止となる予定であることを

前提として行われたものです。詳細については、当社が本日付で別途公表いたしました「支配株主である堺

化学工業株式会社による当社株式に対する公開買付けに関する賛同の意見表明及び応募推奨のお知らせ」を

ご参照ください。 

これに伴いアドバイザリー費用、弁護士費用その他の諸費用を 180百万円程度、公開買付等関連費用とし

て計上する見込みとなりました。 

 

２． 業績予想の修正について 

（１）2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想（2023年４月１日～2023年９月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

6,200 

百万円 

360 

百万円 

360 

百万円 

220 

円 銭 

121.36 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 6,200 360 360 90 49.64 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） － － － △130  

増  減  率 （ ％ ） － － － △59.1  

（ご参考）前年同四半期連結実績 

（2023 年３月期第２四半期（累計）） 
6,646 563 734 490 270.31 



 

（２）2024年３月期通期連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

13,000 

百万円 

900 

百万円 

900 

百万円 

560 

円 銭 

308.91 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 13,000 900 900 380 209.62 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） － － － △180  

増  減  率 （ ％ ） － － － △32.1  

（ ご 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

（ 2 0 2 3 年 ３ 月 期 ） 
13,248 1,089 1,146 722 398.31 

 

（２）修正の理由 

上記の特別損失の計上見込みにより、2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想における親会社株

主に帰属する当期純利益は、前回公表値から 130百万円、2024年３月期通期連結業績予想における親会社

株主に帰属する当期純利益は、前回公表値から 180百万円、それぞれ減少となる見通しです。 

 

３． その他 

当社は、本日開催の取締役会において、本公開買付けが成立することを条件に、2023年５月 11日に公表

した 2024年３月期の配当予想を修正し、同期の剰余金の配当（中間配当及び期末配当）を行わないことを

決議いたしました。詳細については、当社が本日付で別途公表いたしました「2024年３月期配当予想の修正

（無配）に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 

 


